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平 成 18 年 度 市 民 表 彰
　岩出市の発展に多大な貢献やご尽力を賜った方、また、
広く市民の模範となる方々に贈る市民表彰を文化祭の開
会とともに去る 11 月 4 日㈯に市民総合体育館にて行い
ました。

平成18年度　市 民 表 彰 受 賞 者
部　　門 氏　　名

ふ る さ と 賞 地 方 自 治 村中　悦男
ふ る さ と 賞 地 方 自 治 （故）山崎　孝吉
ふ る さ と 賞 社 会 福 祉 吉見　節子
ふ る さ と 賞 保 健 衛 生 殿田　重彦
ふ る さ と 賞 保 健 衛 生 楫野　郁夫
ふ る さ と 賞 教 育 （故）𠩤田　敏男
ふ る さ と 賞 教 育 川端　重一
ふ る さ と 賞 教 育 新家　政好
ふ る さ と 賞 教 育 本田　秀信
ふ る さ と 賞 教 育 山林　嗣和
ふ る さ と 賞 教 育 岩西　壯行
さ く ら 賞 善　　 行 東　アイコ

代表で謝辞を述べる村中悦男さん

受章された皆さん
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◎
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
。
た
だ
し
、
第
３
（
境
谷
）、

第
５
（
押
川
）
投
票
所
は
、
午

後
７
時
ま
で

◎
投
票
で
き
る
人

　

住
所
要
件

　

平
成
18
年
９
月
１
日
以
前
に

岩
出
市
に
転
入
届（
住
民
登
録
）

を
さ
れ
て
、
引
き
続
き
岩
出
市

に
住
所
を
有
す
る
人
。た
だ
し
、

平
成
18
年
８
月
30
日
か
ら
９
月

１
日
ま
で
に
転
入
さ
れ
た
人
に

あ
っ
て
は
、
平
成
18
年
12
月
２

日
か
ら
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
岩
出
市
か
ら
他
の
市

町
村
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
な

ど
、
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

年
齢
要
件

　

昭
和
61
年
12
月
18
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

◎
期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票

　

投
票
日
の
当
日
何
ら
か
の
用

務
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
選
挙
の
告
示

日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を

含
む
。）
期
日
前
投
票
又
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

岩
出
市
役
所
第
１
会
議
室
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
定
病
院
等
に
入
院

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
施

設
の
管
理
者
を
通
じ
て
不
在
者

投
票
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る

方
で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

①　

交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者

手
帳
に
、
障
害
の
程
度
が
、
両

下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障

害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
２

級
、
内
臓
機
能
の
障
害
に
あ
っ

て
は
１
級
又
は
３
級
で
あ
る
者

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

②　

交
付
を
受
け
た
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
、
要
介
護
５
で

あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

投
票
の
方
法
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
お
き
、
投
票
日

の
４
日
前
ま
で
に
投
票
用
紙
等

を
受
け
取
り
、
投
票
日
の
前
日

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
る
方
で
交
付
を

受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

１
級
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て

い
る
方
は
、
代
理
記
載
の
方
法

に
よ
る
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ

め
「
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る

投
票
を
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と

の
証
明
」
と
「
代
理
記
載
人
と

な
る
人
の
届
出
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
朝
日
・
毎
日
・

読
売
・
産
経
の
各
新
聞
に
折
り

込
ん
で
配
布
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
の
方
に
は
、
直

接
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
０
０
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

 
和
歌
山
県
知
事
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
示
日　

平
成
18
年
11
月
30
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
票
日　

平
成
18
年
12
月
17
日
㈰

　

岩
出
市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎

年
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

作
成
の
た
め
の
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
農
業
委
員
会
で
審

査
を
行
い
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
農
業
委
員
の
選
挙

権
を
有
す
る
方
は
、
一
月
十
日
ま

で
に
申
請
書
を
農
業
委
員
会
（
電

話
62

２
１
４
１　

内
線

２
３
６
）
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

12
月
中
旬
頃
に
、
基
準
に
適
す
る

農
家
の
方
に
申
請
書
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
の
で
期
日
ま
で
に
返
送

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

選
挙
資
格

◎
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
岩
出

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
20
歳

以
上
の
方

◎
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
し
て

い
る
方 農 業 委 員 会 委 員

選 挙 人 名 簿

登載申請書の提出を



3 広報いわで　2006.12

海
外
宝
く
じ
の
購
入
を
持

ち
か
け
る
Ｄ
Ｍ
や
電
子

メ
ー
ル
に
ご
注
意
！

　

突
然
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
香
港
な

ど
海
外
の
高
額
な
宝
く
じ
に
当
選
し
た

か
の
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
）
や
電
子
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
賞
金
の
受
取
方
法
と
し

て
、「
口
座
振
込
と
す
る
の
で
口
座
番
号

を
教
え
て
欲
し
い
」
と
か
、「
今
後
の
申

し
込
み
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
引

き
落
と
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

つ
い
記
入
し
送
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す

る
と
毎
月
、
口
座
か
ら
二
千
円
〜
五
千

円
の
引
き
落
と
し
が
あ
り
、
引
き
落
と

し
の
中
止
手
続
き
を
し
て
も
、
こ
れ
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

海
外
宝
く
じ
を
国
内
で
販
売
す
る
こ

と
、
取
り
次
ぎ
す
る
こ
と
、
購
入
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

買
っ
て
も
い
な
い
の
に
当
選
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
海
外
の
事
業
者

と
契
約
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は

解
決
に
時
間
が
か
か
り
、
被
害
の
回
復

も
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
で
、

個
人
情
報
を
相
手
に
提
供
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
申
し
込
み
は
絶
対
に

し
な
い
で
、
届
い
た
Ｄ
Ｍ
は
処
分
し
て

下
さ
い
。

消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い

合
わ
せ
先

•
市
役
所
市
長
公
室

　

☎
６
２―

２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

•
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３―

４
３
３―

１
５
５
１

投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所住所 投票所の名称 通称名 区　域

第 1 投票区 岩出市
清水386番地12 岩出地区公民館 大町・高塚・清水・宮

第 2 投票区 岩出市
中黒52番地の2 山崎地区公民館 中島・湯窪・金屋

畑毛（1～269・303～331）

第 3 投票区 岩出市
境谷255番地 境谷集会所 境谷

第 4 投票区 岩出市
根来535番地の2

岩出市農業構造改善
総合センター 根来地区公民館 根来（475～2278・2280～2366）

森・堀口・尼ケ辻

第 5 投票区 岩出市
押川133番地 押川集会所 押川

第 6 投票区 岩出市
水栖199番地の3 岩出市農家高齢者創作館 上岩出地区公民館 中迫（1～104・568～666）

水栖・野上野（35～546）

第 7 投票区 岩出市
山崎122番地

岩出地区水田利用再編対
策研修指導施設 船山地区公民館 船戸・山崎

第 8 投票区 岩出市
吉田382番地の44 鴨沼集会所 吉田（68～445）

第 9 投票区 岩出市
山508番地の30 山宮の浦集会所 山（1～539）

相谷（120～212）

第10投票区 岩出市
西野264番地 岩出市中央公民館 西野・高瀬・備前

中島（864～918）・畑毛（270～302）

第11投票区 岩出市
荊本63番地の2 岩出市民総合体育館 曽屋（374～387・420～458）・川尻

荊本・中迫（105～567・667～708）

第12投票区 岩出市
紀泉台428番地 紀泉台地区公民館 原・西安上・紀泉台・安上

第13投票区 岩出市
北大池84番地の2

上岩出地区コミュニティ
センター

北大池（1～333・354～489）
南大池・東坂本・新田広芝

第14投票区 岩出市
岡田463番地 岡田集会所 岡田

溝川（1～208・271～310）

第15投票区 岩出市
金池92番地 岩出市総合保健福祉センター  i i（あいあい）セン

ター
金池・赤垣内・波分
曽屋（1～373・388～419）

第16投票区 岩出市
西国分668番地

社会福祉法人皆楽園在宅
介護支援センター

溝川（209～270）
西国分

第17投票区 岩出市
中島137番地の3 中島会館 中島（1～863・919～1284）

第18投票区 岩出市
山719番地 サンホール 吉田（1～67）・山（540～1005）

相谷（1～199・213～630）

第19投票区 岩出市
桜台494番地 桜台地区公民館 根来（1～474・2279）・今中・桜台

野上野（1～34）・山田・北大池（334～353）
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平成19年度から税源移譲によって市・県民税が変わります。
全体の税負担（市•県民税＋所得税）は変わりません。

【税  率】
　市・県民税の税率の変更に伴い所得税の税率も見直されましたが、税源の移譲前後で市・県民税と所得税を合わせた税率が変更し
ないように設定されました。これは、税源移譲によって納税者の負担が変わらないようにしたものです。

＊今回の税率は独身者を基準に設定しており、例えば所得で 233 万円の方は所得税では基礎控除 38万円を差し引いて 195 万円の課
税所得になり、市・県民税の基礎控除 33万円を差し引いた 200万円の課税所得に対応します。

対応する課税所得金額（＊） 税源移譲前税率

→

税源移譲後税率

所得税課税所得 市•県民税課税所得
所得税
税率

市•県民税
税率

合計税率
（所得税＋
市•県民税）

所得税
税率

市•県民税
税率

合計税率
（所得税＋
市•県民税）

　　　　　～  195 万円以下 　～ 200万円以下
10%

5%
(市3%＋県2%) 15% 5%

一律 10%
(市6%＋県4%)

15%

195 万円超～  330 万円以下 200万円超～
700万円以下

10%
(市8%＋県2%)

20% 10% 20%

330 万円超～  695 万円以下
20%

30% 20% 30%

695 万円超～  900 万円以下

700万円超 13%
(市10%＋県3%)

33% 23% 33%

900 万円超～ 1800 万円以下 30% 43% 33% 43%

1800 万円超　　　　　　　 37% 50% 40% 50%

【税  額】
　税額も税源移譲前後で基本的に変更はありません。

★下記の例では、市・県民税は増えますが、所得税
が減るため納税者の負担は変わりません。

＊上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか平成 19年分所得税、平成 19年度市・県民税から定率減税が廃止される
ため、その分の税額は増えます。

給与収入
税源移譲前（単位：円）

→

税源移譲後（単位：円）

＝

負担増減額
所得税 市・県民税 合　計 所得税 市・県民税 合　計

300万円   124,000 64,500 188,500 62,000 126,500 188,500 0 円

500 万円 258,000 163,000 421,000 160,500 260,500 421,000 0 円

700 万円 474,000 307,000 781,000 376,500 404,500 781,000 0 円

1000 万円 966,000 553,000 1,519,000 868,500 650,500 1,519,000 0 円

●独身者の場合

給与収入
税源移譲前（単位：円）

→

税源移譲後（単位：円）

＝

負担増減額
所得税 市・県民税 合　計 所得税 市・県民税 合　計

300万円   0 9,000 9,000 0 9,000 9,000 0 円

500 万円 119,000 76,000 195,000 59,500 135,500 195,000 0 円

700 万円 263,000 196,000 459,000 165,500 293,500 459,000 0 円

1000 万円 688,000 442,000 1,130,000 590,500 539,500 1,130,000 0 円

●夫婦＋子ども2人 (うち1人が特定扶養親族 )の場合

Ⓐ

Ⓑ

＊一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

※税源移譲による変更については11月号で掲載しましたが、今回は、より詳しい内容をお知らせします。

＊市・県民税には、このほか均等割が課税されます。

お問い合わせ先　税務課市民税係（内線141～ 144）まで
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右記のⒶの計算例（独身者の場合）

右記のⒷの計算例（夫婦＋子ども2人の場合）

給与収入 給与所得
①

社会
保険料
②

配偶者・
扶養控除
③

基礎控除
④

課税所得
①‒②‒③
‒④＝⑤

税率
⑥

速算控除
⑦

算出所得
割額⑤×
⑥‒⑦＝⑧

調整
控除
⑨

税額
⑧‒⑨＝
⑩

合　計 負担
増減額

税源移譲前
所得税 3,000,000 1,920,000 300,000 0 380,000 1,240,000 10% 0 － － 124,000

188,500 円

0円

市•県民税
（所得割） 3,000,000 1,920,000 300,000 0 330,000 1,290,000 5% 0 64,500 － 64,500

↓ ↓

税源移譲後
所得税 3,000,000 1,920,000 300,000 0 380,000 1,240,000 5% 0 － － 62,000

188,500 円
市•県民税
（所得割） 3,000,000 1,920,000 300,000 0 330,000 1,290,000 10% － 129,000 2,500 126,500

給与収入 給与所得
①

社会
保険料
②

配偶者・
扶養控除
③

基礎控除
④

課税所得
①‒②‒③
‒④＝⑤

税率
⑥

速算控除
⑦

算出所得
割額⑤×
⑥‒⑦＝⑧

調整
控除
⑨

税額
⑧‒⑨＝
⑩

合　計 負担
増減額

税源移譲前
所得税 7,000,000 5,100,000 700,000 1,390,000 380,000 2,630,000 10% 0 － － 263,000

459,000 円

0円

市•県民税
（所得割） 7,000,000 5,100,000 700,000 1,110,000 330,000 2,960,000 10% 100,000 196,000 － 196,000

↓ ↓

税源移譲後
所得税 7,000,000 5,100,000 700,000 1,390,000 380,000 2,630,000 10% 97,500 － － 165,500

459,000 円
市•県民税
（所得割） 7,000,000 5,100,000 700,000 1,110,000 330,000 2,960,000 10% － 296,000 2,500 293,500

＊⑨ 調整控除について
　市・県民税と所得税では、配偶者控除や扶養控除などの人的控除額に差（下表参照）があります。したがって同じ収入でも、市・
県民税の課税所得は、所得税よりも多くなっていますので、市・県民税を 5％から 10％に引き上げた場合、所得税の税率を引き下げ
ただけでは、税負担が増えてしまうことになります。このため、個々の納税者の人的控除の適用状況に応じて、市・県民税を減額す
ることによって、納税者の税負担が変わらないようにしたものが調整控除です。

［調整控除額の計算方法］
●市・県民税の課税所得 200万円以下の場合
　aと bのいずれか少ない金額の 5%を控除
　　a　人的控除額の差の合計額
　　b　課税所得金額
●市・県民税の課税所得 200万円を超える場合
　aから bを引いた金額（5万円未満の場合は 5万円）の 5%を控除
　　a　人的控除額の差の合計額
　　b　課税所得金額から 200万円を差し引いた額

市・県民税と所得税の人的控除額の一例
市•県民税 所得税 人的控除額の差

基礎控除 33万円 38万円   5 万円

配偶者控除 33万円 38万円   5 万円

扶養控除 33万円 38万円   5 万円

特定扶養控除 45万円 63万円 18万円

和歌山地方税回収機構の活動
～市 (町村 )税収入及び税負担の公平の確保のために～

　今年４月に、処理の難しい市町村税の滞納整理を専門に行うために、県内の全市町村が参加して、
設立された「和歌山地方税回収機構」では、徹底した財産調査及び差押えなど厳正な滞納処分が行
われた結果、4.6 億円の徴収金が確保（平成 18 年 9 月末）されるなど効果をあげています。
　岩出市では、現在、3億4189万円の引継ぎを行っており、今後も積極的に機構を活用していきます。
　機構では、引き継がれた事案については、更なる財産の差押えや差押え不動産の公売を行うなど、
税収の確保及び税負担の公平の確保に努めていきます。
　岩出市民の皆様には、今後とも、納期内納税をお願いします。

12 月は県・市町村・和歌山地方税回収機構合同の滞納整理強化月間です。
県税・市町村税の納付忘れはございませんか。岩出市においても、滞納者の財産等差押えを強化するなど一
層の滞納整理を進めます。12 月の夜間納付・納税相談は、12 月 14 日㈭、21 日㈭に実施いたします。なお、
21日㈭は紀北県税事務所（那賀振興局内）でも、県税の夜間納付・納税相談を実施いたしております。
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10
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
障
害
者

自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
「
障
害
者

相
談
支
援
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

岩
出
市
は
。
社
会
福
祉
法
人
き
の

か
わ
福
祉
会
へ
相
談
事
業
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

き
の
か
わ
福
祉
会
で
は
専
門
の

相
談
員
が
、
障
害
者
や
障
害
児
の

ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
う
け
た
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
け
ど
手
続
き
が
分

か
ら
な
い
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
、
就
職

が
難
し
く
困
っ
て
い
る
、
障
害
に

つ
い
て
知
り
た
い
、
家
族
が
家

に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
、
地
域
に

困
っ
て
い
る
人
が
い
る
・
・
・
な

ど
な
ど
、
障
害
の
種
別
や
年
齢
に

か
か
わ
り
な
く
、
ど
ん
な
相
談
で

も
結
構
で
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族

だ
け
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

相
談
支
援
事
業
の
活
動
内
容

　

日
常
生
活
に
関
す
る
相
談
全
般

／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支
援
／

地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提

供
／
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
書
の
作

 

12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
は

「
障
害
者
週
間
」で
す
！

﹇
相
談
窓
口
﹈

岩
出
市
役
所
内
障
害
者
相
談
窓
口

　

岩
出
市
西
野
２
０
９　
　

　

☎
61
―
６
９
１
９
（
直
通
）

き
の
か
わ
福
祉
会

　

岩
出
市
根
来
１
５
５
７

　

☎
63
―
１
８
７
３

※
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
障
害
者

の
福
祉
に
つ
い
て
感
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

た
め
、
設
け
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
社
会
参
加
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ま
ち
の
中

で
、
障
害
者
の
あ
る
人
と
出
会
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
が
、

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
助
け
と
な
る
の
に
、

何
を
ど
う
手
伝
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
障
害
者
の
あ
る
人
と
の
出
会
い

を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か
、
ど
う
す
れ
ば
お
互
い

の
「
垣
根
（
バ
リ
ア
）」
を
な
く
し
自
然
な
お
付
き
合
い

が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
て　

み
ん
な
で
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か
！

岩
出
市
で
は
障
害
者
相
談
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す

　

〜
障
害
に
関
す
る
、
ど
ん
な
ご
相
談
で
も
受
け
付
け
ま
す
〜

成
／
権
利
擁
護
に
必
要
な
支
援
／

専
門
機
関
の
紹
介
／
そ
の
他

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

相
談
内
容
は
同
意
な
し
に
第
３

者
へ
開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
談
方
法
は
電
話
、
面
接
、

家
庭
へ
の
訪
問
等
、
要
望
に
応
じ

て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
障
害

者
ご
本
人
や
ご
家
庭
の
立
場
で
、

安
心
し
て
地
域
生
活
が
営
め
る
よ

う
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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「
自
閉
症
」
っ
て

ど
ん
な
障
害
？

　
「
自
閉
症
」
と
聞
い
て
、
み
な

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
想
像
を
す
る

で
し
ょ
う
か
。
自
閉
症
と
は
、
生

ま
れ
つ
き
脳
の
機
能
の
一
部
に
何

ら
か
の
障
害
が
あ
り
、
情
報
の
処

理
に
問
題
を
抱
え
る
発
達
の
障
害

の
こ
と
で
す
。
決
し
て
親
の
育
て

方
や
家
庭
環
境
が
不
適
切
だ
っ
た

た
め
に
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ

て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
障
害
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
こ
の

「
自
閉
症
」
と
い
う
名
称
と
、
脳

の
障
害
と
い
う
見
た
目
の
分
か
り

に
く
さ
で
、
自
閉
症
の
人
と
そ
の

家
族
は
長
い
間
誤
解
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
最
近
は
よ
く
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
や
映
画
、
漫
画
等
で
自
閉
症
の

こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
以
前
に
比
べ
随
分
と
自
閉
症

に
つ
い
て
の
理
解
が
広
が
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
自
閉
症
の
人
が

最
も
必
要
と
し
て
い
る
の
は
こ
の

「
地
域
の
理
解
」
な
の
で
す
。

「
自
閉
症
」
の
特
徴

　

自
閉
症
の
人
は
見
た
り
聞
い
た

り
触
っ
た
り
し
た
こ
と
を
う
ま
く

脳
で
処
理
す
る
こ
と
が
苦
手
で

す
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
情
報

が
飛
び
か
う
こ
の
社
会
で
生
活
を

す
る
の
に
多
く
の
困
難
を
抱
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
自
閉
症
の
人
の

特
徴
に
周
り
が
理
解
し
配
慮
す
る

こ
と
で
、
元
気
に
社
会
生
活
を
送

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
で
は
私
た

ち
は
ど
ん
な
こ
と
に
配
慮
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
社
会
性
の
障
害

　

自
閉
症
の
人
は
相
手
と
の
関
係

を
結
ぶ
こ
と
が
苦
手
で
す
。
相
手

が
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か

を
想
像
す
る
こ
と
が
苦
手
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
場
面
に
そ
ぐ
わ

な
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
表
情
が
乏
し
か
っ
た
り
し
ま

す
。
学
校
で
友
達
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
職
場
で
い
じ
め
ら
れ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
自
閉
症
の
人
は
人
と
関
わ
り

た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
関
わ
り

方
が
分
か
ら
な
い
だ
け
な
の
で

す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

　

の
障
害

　

独
特
の
表
現
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
そ

の
ま
ま
繰
り
返
し
て
答
え
た
り
、

以
前
に
覚
え
た
言
葉
を
場
面
に
関

係
な
く
使
っ
た
り
・
・
・
例
え
ば

あ
な
た
が
外
国
へ
行
っ
て
言
葉
が

全
く
通
じ
な
い
環
境
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
自
閉
症
の
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
般

の
人
と
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
の
隔

た
り
が
あ
る
の
で
す
。
分
か
ら
な

い
か
ら
と
い
っ
て
次
々
に
言
葉
を

か
け
る
の
は
逆
効
果
で
す
。
写
真

や
絵
を
使
っ
た
り
、
簡
潔
な
言
葉

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
想
像
力
の
障
害

　

興
味
の
幅
が
著
し
く
せ
ま
く
、

同
じ
物
事
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
本
を
い

つ
も
持
っ
て
い
た
り
、
特
定
の
テ

レ
ビ
番
組
を
必
ず
見
な
い
と
落
ち

着
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
こ
と
を
繰

り
か
え
し
た
り
、
並
べ
た
り
す
る

こ
と
に
没
頭
す
る
こ
と
が
あ
り
、

物
の
位
置
、
道
順
や
手
順
、
生
活

の
日
課
に
い
た
る
ま
で
、
お
決
ま

り
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
自

閉
症
の
人
に
と
っ
て
変
化
や
新
し

い
環
境
は
、
私
た
ち
が
想
像
す
る

以
上
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま

う
の
で
す
。

自
閉
症
に
優
し
い

地
域
を

　

自
閉
症
な
ど
の
脳
の
発
達
障
害

者
は
、
ど
の
国
で
も
約
１
０
０
人

に
１
人
の
割
合
で
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
の
周
り
に
は
意
外
に
多
く
の

発
達
の
障
害
を
も
つ
人
が
生
活
し

て
い
る
の
で
す
。
長
年
の
間
、
自

閉
症
は
「
親
の
育
て
方
が
悪
い
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
生
懸

命
自
閉
症
児
を
育
て
て
い
る
家
族

に
と
っ
て
、
そ
う
言
わ
れ
る
の
は

一
番
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
足
に
障

害
を
持
つ
人
が
車
椅
子
を
使
い
、

視
力
の
弱
い
人
が
眼
鏡
を
か
け
る

よ
う
に
、
自
閉
症
の
人
に
は
地
域

の
理
解
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
な
の
で
す
。
ど
う
か
自

閉
症
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
困
っ
て
い
る
障

害
者
に
そ
っ
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
17
年
、
自
閉
症
や
発
達
障

害
者
の
支
援
の
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
日
本
で
初
め
て
の
法
律
「
発
達

障
害
者
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
自
閉
症
の
人
た
ち
の
地
域

生
活
支
援
は
今
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

皆
さ
ん

『
自
閉
症
』に
つ
い
て

　

正
し
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
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（
新
施
設
の
規
模
は
、
ど
れ
く
ら

い
？
）

　

新
施
設
の
処
理
規
模
は
、
現
施

設
が
稼
動
を
始
め
た
昭
和
58
年
度

当
時
、
人
口
が
約
２
６
、０
０
０

人
で
１
日
当
た
り
60
ト
ン
の
焼
却

能
力
を
有
し
て
い
た
状
況
か
ら
考

え
ま
す
と
、
現
在
、
人
口
は
２
倍

に
増
加
し
、
そ
れ
に
比
例
し
て
当

然
ご
み
量
も
増
加
し
て
い
る
た

め
、
現
施
設
よ
り
、
は
る
か
に
大

き
な
規
模
の
施
設
を
想
定
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
資
源
ご
み
の

分
別
収
集
に
よ
っ
て
、
紙
類
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
を
燃
や
さ
ず
に

再
資
源
化
し
て
い
る
た
め
、
現
施

設
と
同
規
模
の
60
ｔ
／
日
と
し
て

い
ま
す
。

　（
市
が
採
用
し
た
の
は
流
動
床
式

ガ
ス
化
溶
融
炉
）

　

現
施
設
の
耐
用
年
数
は
す
で
に

過
ぎ
お
り
、
各
設
備
・
機
器
類
の

磨
耗
や
劣
化
の
程
度
が
深
刻
な
状

況
を
迎
え
て
い
ま
す
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
新
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
現
在
、
平
成
20
年
度

中
の
供
用
開
始
に
向
け
て
順
次
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
本
市
が
建
設
す
る
こ
と

と
な
っ
た
流
動
床
式
ガ
ス
化
溶
融

炉
は
、
現
施
設
の
北
側
に
設
置
す

る
も
の
で
、
環
境
問
題
へ
の
住
民

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
建
設
用
地

上
の
制
約
や
将
来
の
規
制
強
化
へ

の
対
応
、
循
環
型
社
会
形
成
を
推

進
す
る
上
で
の
核
と
な
る
施
設
、

将
来
的
に
最
終
処
分
場
が
逼
迫
す

る
こ
と
へ
の
対
応
な
ど
幅
広
く
対

応
で
き
る
も
の
で
、
排
ガ
ス
量
の

減
少
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減

な
ど
環
境
へ
の
負
荷
低
減
や
灰
等

最
終
処
分
量
の
減
容
化
を
図
る
最

新
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。

（
新
施
設
稼
動
後
の
ご
み
の
分
別

は
ど
う
な
る
の
か
？
）

　

新
施
設
が
稼
動
し
た
後
で
も
、

現
在
の
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
ご
み
の

減
量
化
、
分
別
収
集
の
徹
底
に
よ

る
再
資
源
化
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
引
き
続
き
、
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て
広
報
で
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
に
ご
協
力
を
！

①
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

　

レ
ジ
袋
は
、
家
庭
か
ら
出
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み

の
一
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
に
役
立
つ

だ
け
で
な
く
、
限
ら
れ
て
い
る
石
油
資
源
の
節
約
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

②
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底

　

生
ご
み
の
50
％
以
上
は
水
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
十
分
に
水
切
り
し
ま
し
ょ
う
。

③
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
推
進

　

食
材
は
無
駄
な
も
の
は
買
わ
な
い
よ
う
に
計
画
的
に
購
入
し
、

食
べ
残
し
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

④
ご
み
の
出
な
い
買
い
物
の
工
夫
を

　

過
剰
な
包
装
を
断
っ
た
り
、
詰
め
替
え
容
器
を
使
用
し
た
商
品

を
選
ぶ
な
ど
、
買
い
物
時
に
工
夫
し
て
ご
み
の
排
出
抑
制
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
敷
地
内
に
新
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
造
成
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ご
み
処
理
関
係
車
両
や
工
事
車
両
等
が
頻
繁
に
出
入
り
し
ま

す
の
で
、
一
般
ご
み
（
生
ご
み
等
）
や
資
源
ご
み
な
ど
の
直
接
持
込
み
は
で

き
る
だ
け
差
し
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ど
う
し
て
も
、
粗
大
ご
み
等
を
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
十
分
ご

注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

現
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い

新
し
く
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
度
中
の
供
用
開
始
!!

新しいごみ処理施設のイメージ図



9 広報いわで　2006.12

岩
出
警
察
署
通
信

　

刑
法
犯
は
１
，
４
５
４
件
で
あ

り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

１
．
凶
悪
事
件

　

殺
人
事
件
や
強
盗
事
件
な
ど
の

凶
悪
事
件
は
８
件
で
あ
り
、
県
下

14
警
察
署
の
ワ
ー
ス
ト
２
で
す
。

２
．
窃
盗
事
件

　

家
屋
等
に
浸
入
し
て
金
品
を
盗

む
侵
入
盗
は
１
２
５
件
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
、
空
き
巣
や
忍
び
込
み

が
71
件
と
、
依
然
と
し
て
高
水
準

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

３
．
街
頭
犯
罪

　

屋
外
で
発
生
す
る
街
頭
犯
罪
は

９
３
２
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

　

自
転
車
盗　

２
７
７
件

　

器
物
損
壊　

１
８
２
件

　

オ
ー
ト
バ
イ
盗　

１
３
９
件

　

車
上
ね
ら
い　

１
３
２
件

と
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
転
車
盗
は
、
駅
の
駐
輪
場
、

大
型
量
販
店
の
駐
輪
場
、
娯
楽
施

設
等
の
駐
輪
場
、
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場
が
主
な
発
生

場
所
で
す
。

※
被
害
防
止
対
策

　

年
末
・
年
始
に
は
、
犯
罪
の
発

生
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
被
害
防
止
の
対
策
と
し
て

○
侵
入
盗
は
、

•
出
か
け
る
時
は
、
必
ず
戸
締
ま

り
を
完
全
に
す
る
。

•
出
入
口
や
窓
に
は
、
ツ
ー
ロ
ッ

ク
を
す
る
。

•
夜
間
は
、
門
灯
や
玄
関
灯
を
点

灯
す
る
。

○
自
転
車
盗
は
、

•
自
転
車
に
は
、
必
ず
施
錠
を
す

る
。

•
施
錠
は
、
１
つ
よ
り
も
２
つ

（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
す
る
。

•
泥
よ
け
な
ど
に
、
住
所
、
氏
名

を
記
載
す
る
。

○
車
上
ね
ら
い
は
、

•
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

施
錠
を
す
る
。

•
車
内
に
は
、
カ
バ
ン
な
ど
の
貴

重
品
を
置
い
た
ま
ま
車
を
離
れ

な
い
。

年
末
の

交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

　

年
末
に
な
る
と
、
人
の
往
来
が

激
し
く
な
り
交
通
量
が
増
加
し
交

通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
帰
省

の
際
や
出
掛
け
る
際
に
は
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
出
発
し
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

12
月
１
日
か
ら
10
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

１
．
運
動
の
基
本

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止

○
岩
出
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
末
現
在
）

２
．
運
動
の
重
点

⑴
薄
暮
時
、
夜
間
の
歩
行
中
、
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

⑵
後
部
座
席
を
含
め
た
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

⑶
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

10
月
末
現
在
、
飲
酒
事
故
11
件

（
内
２
人
死
亡
）、
飲
酒
物
損
事
故

38
件

　

年
末
に
は
忘
年
会
等
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
公
共
の

交
通
機
関
等
を
利
用
し
、
お
酒
を

飲
む
場
所
に
は
絶
対
車
で
行
く
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
岩
出
警

察
で
は
人
生
を
狂
わ
す
飲
酒
運
転

の
撲
滅
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て

検
問
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
む
な
ら

　
　

乗
る
な
！

乗
る
な
ら

　
　

の
む
な
！

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、

飲
酒
運
転
撲
滅
に
ご
協
力
下
さ

い
。

岩
出
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
末
現
在
）

　

岩
出
警
察
署
管
内
で
の
交
通
事
故
は
７
６
５
件
発

生
（
昨
年
同
時
期
対
比
６
５
３
件
よ
り
＋
34
件
）
し
て

お
り
死
者
は
９
人
（
昨
年
同
時
期
は
５
人
、
＋
４
人
）

で
す
。

◇
交
差
点
や
そ
の
付
近
で
の
安
全
確
認
を
十
分
し
ま

し
ょ
う
。

◇
速
度
を
出
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
夜
間
歩
行
す
る
際
は
白
系
の
服
装
で
反
射
材
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
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第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収　納期
　平成 18年度介護保険料第 7期分の期
限は、12月 25日㈪です。
期日に遅れないようにお納めください。
　介護保険は、あなたの保険料で運営さ
れています。便利で確実な口座振替制度
をご利用ください。

今月は、介護保険の訪問介護のサービス内容と、
介護保険で利用できないサービスについて簡単
にご紹介します。

介護保険の
ご案内
問い合わせ先

保険年金課介護保険係
（内線 189・198）

知っておこう！介護保険のサービスの範囲
　介護保険のサービスのなかでもっともよく利用されているのが訪問介
護です。ホームヘルパーは介護保険の範囲で決められたサービスを提供
します。しかし、訪問介護でおこなわれるホームヘルパーの仕事の範囲
外のことを知らずにお願いしてしまって、トラブルとなってしまうこと
もあります。
　また、家事をお願いしているからといっても、家族の分まではできな
いことも知っておくことが大切です。
　今月は、介護保険の訪問介護のサービス内容と、介護保険で利用でき
ないサービスについて簡単にご紹介します。

訪問介護サービス
○身体介護（同居家族の有無などにかかわらず利用できます）
食事・入浴・排泄の介助、衣類着脱の介助や体位変換、身体の清拭・
つめきり・洗髪・通院などの介助、そのほかに身体の介助

○生活援助（本人もしくは同居家族が行なうことが難しい場合に利用で
きます）
一般的な調理、衣類の洗濯・補修・整理・住居などの掃除・整理整頓、
生活必儒品の買い物、薬の受け取り、主治医や保健師など関係機関と
の連絡、そのほか必要な相談・助言など

介護保険で利用できないサービス
○直接本人の援助に該当しない行為
•利用者以外のものに係る洗濯、調理、買い物、布団干し
•主として利用者が利用する居室以外の掃除
•来客の応接（お茶・食事の手配等）
•自家用車の洗車・清掃など
○日常生活の援助に該当しない行為
①ホームヘルパーが行なわなくても日常生活を営むのに支障が生じない
と判断される行為

•草むしり・花木の水やり・犬の散歩等ペットの世話　など
②日常的に行なわれる家事の範囲を超える行為
•家具、電気器具等の移動、修繕、模様替え
•大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけ
•室内外家具の修理、ペンキ塗り
•植木の剪定等の園芸
•正月、節句等のための特別に手間をかけて行なう調理など

　過剰なサービスは、保険料の高騰を招くとともに、利用者の健康状態
を悪化させることにもつながります。訪問介護サービスなどを正しく理
解し、自立支援のために利用しましょう。

介護保険のホームヘル
パーによる生活援助は、掃除・
洗濯・調理などの日常生活の援
助です。草むしりは、ホームヘル
パーが行わなくても日常生活に支
障がないと判断される行為なの
で、生活援助の範囲に含まれ
ないのです。

庭の手入れができず草

がいっぱいはえています。

ホームヘルパーに庭の草むしり

をお願いしたらできない

と言われました。
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岩
出
市
の
公
共
下
水
道
は
、
押

川
・
境
谷
を
除
く
市
全
体

１
４
２
０
㌶
の
処
理
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

図
の
、
灰
色
で
塗
ら
れ
た
部
分

は
第
一
期
事
業
認
可
区
域
の

１
４
９
㌶
で
、
平
成
14
年
３
月
か

ら
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
域
は
、
平
成
20
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
那
賀
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
一
部
供
用
開
始
時
に
で
き

る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に
下
水
道

を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事

前
に
管
渠
の
埋
設
工
事
な
ど
面
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
緑
色
で
塗
ら
れ
た
部
分

は
、
平
成
18
年
３
月
に
第
２
期
事

業
認
可
区
域
と
し
て
事
業
着
手

し
、
面
整
備
に
向
け
測
量
設
計
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

下
水
道
っ
て
な
あ
に
？

下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
、
ご
質
問
・
ご
意
見
は
左
記

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

下
水
道
課

　
　
（
内
線
３
３
３
・
３
３
４
）

５
時
間
目

公
共
下
水
道
の
概
要
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まちのホットな情報を届けますまちのホットな情報を届けます

年
末
年
始
の

市
役
所
事
務
の
お
知
ら
せ

　

12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬

ま
で
一
般
事
務
は
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
４
日
㈭
か
ら
は
、

平
常
ど
お
り
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

連
絡
先　

総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

62

２
１
４
１

年
末
年
始
の

バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

○
岩
出
市
巡
回
バ
ス

○
紀
の
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

12
月
31
日
㈰
ま
で
平
常
ど
お

り
運
行
い
た
し
ま
す
が
、
年
始
は

１
月
１
日
㈪
か
ら
３
日
㈬
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
、
１
月
４
日
㈭

か
ら
平
常
ど
お
り
運
行
い
た
し
ま

す
。

○
大
阪
方
面
バ
ス

　
　
　
　
　
　
（
岩
出
〜
樽
井
線
）

　

年
末
年
始
も
平
常
ど
お
り
運
行

い
た
し
ま
す
が
、
12
月
30
日
㈯
か

ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
は
、
土
・
休

日
用
ダ
イ
ヤ
で
運
行
い
た
し
ま

す
。

※
年
末
年
始
は
、
根
来
寺
周
辺
が

混
み
合
い
、
運
行
時
間
に
遅
れ
を

生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

62

２
１
４
１

　

和
歌
山
バ
ス
那
賀
㈱

　
　
　
　
　
　
　

75

２
１
５
１

自
治
会
等
振
興
助
成
金

申
請
に
つ
い
て

　

自
治
会
等
振
興
助
成
金
は
、
自

治
会
活
動
の
促
進
と
自
治
運
営
管

理
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
の

助
成
金
交
付
申
請
に
際
し
ま
し
て

は
、
次
の
書
類
も
併
せ
て
、
添
付

し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
区
、
自
治
会
の
規
約
等

•
自
治
会
等
振
興
助
成
金
使
途
報

告
書

•
区
、
自
治
会
の
区
域
地
図

新
成
人
に
門
出
を
お
祝
し
ま
す

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
平
成
十
九
年
成

人
式
を
次
の
と
お
り
い
た
し
ま
す

の
で
、
新
し
く
成
人
に
な
ら
れ
た

方
は
、
是
非
ご
出
席
下
さ
い
。

　

本
市
出
身
者
で
、
現
在
、
市
外

に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
参
加

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
華
美
な
服
装
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
両
親
や
祖
父
母
の
皆

様
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
対
象
者

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

◎
開
催
日
時

　

平
成
19
年
１
月
８
日
㈷

　

午
前
９
時
か
ら
受
付

　

午
前
９
時
30
分
開
会

◎
内
容

　

第
一
部　

式
典

　

第
二
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

第
三
部　

記
念
撮
影

　

第
四
部　

市
制
施
行
記
念
植
樹

◎
開
催
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

教
育
部
生
涯
学
習
課

　

電
話　

６
２

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
４
）

国
民
健
康
保
険
税

 

納　

期

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険

税
第
7
期
の
納
期
限
は
、

12
月
25
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平成19年
岩出市消防団出初式岩出市消防団出初式
のお知らせ

　平成 19年１月３日㈬午前９
時から、大宮緑地総合運動公園
において、消防団出初式を行い
ます。
　部隊視閲、永年勤続者等の表
彰、全部隊による一斉放水を披
露いたしますので、ご観覧いた
だきますようお知らせいたし
ます。

市
役
所
か
ら

市
役
所
か
ら

年
末
年
始
の

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ
で
す

お
知
ら
せ
で
す
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第
１
回 

岩
出
市

新
春
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

の
お
し
ら
せ

　

岩
出
市
新
春
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

（
平
成
19
年
蹴
り
初
め
）
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日

　

平
成
19
年
１
月
２
日
㈫

　
　

午
前
９
時
30
分
集
合

　
　

午
前
10
時
開
会

○
場　

所 　

岩
出
中
学
校
運
動
場

（
雨
天
時
は
岩
出
中
学
校
体
育
館
）

○
種　

目

小
学
生
低
学
年
の
部
／
小
学
生

高
学
年
の
部
（
５
人
制
）

中
学
生
の
部
／
高
校
・
一
般
の

部
／
女
子
の
部
（
５
人
制
）

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
先　

榎
本
（
62

４
４
９
６
）
も
し
く
は
総
合
体
育

館
へ

○
申
込
締
切
は
、
12
月
27
日
㈬
ま
で

※
雨
天
の
場
合
は
、
上
靴
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

○
主
催　

岩
出
市
ス
キ
ー
連
盟

○
日
時　

平
成
19
年
１
月
６
日
㈯

　
　
　
　

〜
１
月
８
日
㈪

○
出
発
時
間

　

平
成
19
年
１
月
５
日
㈮

　

午
後
９
時
出
発

○
集
合
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館

○
行
き
先

　

志
賀
高
原
サ
ン
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場

○
参
加
費
用

　

大
人　

三
三
、
○
○
○
円

　

子
供　

二
八
、
○
○
○
円

（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

○
募
集
人
員　

20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、締
切
ま
す
。）

○
申
込
及
び
問
合
せ
先

　

岩
出
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局

　

田
邊
（
62

５
３
１
８
）

岩
出
町
合
併
50
周
年
記
念

岩
出
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

去
る
10
月
22
日
㈰
大
宮
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
岩
出
町
合

併
50
周
年
記
念
岩
出
市
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
６
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
新
坂
ク
ラ
ブ
の
梅
田
義

博
さ
ん
に
よ
る
選
手
宣
誓
、
市
長

に
よ
る
始
球
式
に
続
き
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
（
会
長
岩
田
隆
男
）

の
主
管
に
よ
り
白
熱
し
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
参
加

者
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

吉
田
団
地
チ
ー
ム

準
優
勝　

北
大
池
チ
ー
ム

第
３
位　
岩
出
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ク
ラ
ブ

　
《
卓
球
》

女
性
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

第
31
回
紀
北
支
部
大
会
団
体
戦

○
日
時　

平
成
18
年
10
月
１
日

○
場
所　

松
下
体
育
館

○
結
果
（
岩
出
卓
球
ク
ラ
ブ
）

　

３
位
グ
ル
ー
プ　

２
位

　
　

角
嶋
洋
子
・
下
山
幸
代
・

　
　

本
田
貴
子
・
薮
谷
ま
ゆ
み

第
15
回
岩
出
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
９
月
10
日
㈰

○
場
所　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

　
　

男
子
Ａ

優
勝　

山
東
・
平
野
（
那
賀
高
校
）

２
位　

沢
田
・
松
山
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

　
　

女
子
Ａ

優
勝　

森
、
松
本
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

松
山
・
平
野
（
那
賀
高
校
）

　
　

Ｂ

優
勝　

浜
口
・
中
村
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

松
山
・
岩
西
（
ス
ク
エ
ア
）

　
　

Ｃ

優
勝　

藤
井
・
林
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

２
位　

岩
西
・
宮
本
（
ス
ク
エ
ア
）

　
　

Ｄ

優
勝　

神
保
・
藪
先
（
ス
ク
エ
ア
）

２
位　

乾
・
沢
田
（
ス
ク
エ
ア
）

　
　

Ｅ

優
勝　

坂
口
・
武
山
（
オ
レ
ン
ジ
）

２
位　

水
井
・
吉
野
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

　
　

Ｆ

優
勝　

上
野
・
出
島
（
那
賀
高
校
）

２
位　

中
林
・
白
川
（
那
賀
高
校
）

　
　

Ｇ

優
勝　

野
口
・
神
崎
（
那
賀
高
校
）

２
位　

柳
川
・
小
崎
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

第
18
回
中
紀

　

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
10
月
８
日
㈰

○
場
所　

御
坊
市
立
体
育
館

○
結
果　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
〔
女
子
５
年
ダ
ブ
ル
ス
〕

　
　

・
２
位　

茶
谷　

彩
有

　
　
　
　
　
　

角　

奈
津
実

　
　

・
３
位　

川
嶋　

咲
稀

　
　
　
　
　
　

森
本　

綾
華

　
　
〔
女
子
４
年
ダ
ブ
ル
ス
〕

　
　

・
３
位　

宮
本　

冴
香

　
　
　
　
　
　

山
本　

幸
歩

第
７
回
伊
都
地
方
少
年
空
手
道
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
10
月
15
日
㈰

○
場
所　

県
立
橋
本
体
育
館

○
結
果

　
《
組
手
の
部
》

•
個
人
（
小
学
５
年
生
男
子
）

　
　
　

１
位　

豊　

未
都
樹

　
　
　

３
位　

豊　

香
都
樹

　
　
　
（
小
学
４
年
生
女
子
）

　
　
　

３
位　

中
川　

綾
菜

•
団
体
（
中
学
生
男
子
）

　
　
　

３
位　

鳴
川
・
広
森
・
上
野

　
《
形
の
部
》

•
個
人
（
小
学
２
年
生
女
子
）

　
　
　

２
位　

中
川
帆
奈
美

　
　
　
（
中
学
生
女
子
）

　
　
　

３
位　

栗
山　

未
善

•
団
体
（
小
学
生
男
子
）

　
　
　

１
位　

宮
本
・
豊
（未）
・
豊
（香）

　
　
　
（
小
学
生
女
子
）

　
　
　

３
位　

中
川
・
久
保
・
山
中

第
33
回
那
賀
地
方
剣
道
練
成
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
９
月
17
日
㈰

○
場
所　

紀
の
川
市
打
田
体
育
館

○
結
果

　
　
（
岩
出
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　
《
団
体
戦
》（
男
女
混
成
）

•
小
学
生
２
年
以
下
の
部

　
　

３
位　

Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

濱
・
本
間
・
田
村
・

　
　
　
　
　

宮
端
・
生
熊

•
小
学
３
・
４
年
（
男
女
混
成
）
の
部

　
　

３
位　

Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

奥
谷
・
東
・
中
野
（友）
・

　
　
　
　
　

石
本
・
堀
内

　
　

３
位　

Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

宮
城
・
岸
本
・
上
杉
・

　
　
　
　
　

栗
栖
・
橋
本

•
小
学
５
・
６
年
（
男
女
混
成
）
の
部

　
　

優
勝　

Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

山
本
・
松
浦
・
壺
井
・

　
　
　
　
　

中
野
（博）
・
波
戸

•
中
学
生
（
男
女
混
成
）
の
部

　
　

３
位　

Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

土
井
・
堀
内
（克）
・
柳
澤
・

　
　
　
　
　

池
中
・
手
古

　
　

３
位　

Ｃ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

大
橋
・
上
西
・
田
中
・

　
　
　
　
　

岩
崎

《
個
人
戦
》

•
小
学
生
２
年
以
下
（
男
女
）
の
部

　
　

２
位　

生
熊　

洋
介

　
　

３
位　

濱　

賢
侑

•
小
学
３
・
４
年
（
男
子
）
の
部

　
　

優
勝　

堀
内　

怜
央

•
小
学
３
・
４
年
（
女
子
）
の
部

　
　

２
位　

宮
城　

緑

•
小
学
５
・
６
年
（
男
子
）
の
部

　
　

２
位　

壺
井　

康
輔

　
　

３
位　

山
本　

晨
平

•
小
学
５
・
６
年
（
女
子
）
の
部

　
　

優
勝　

本
田　

翔
子

　
　

３
位　

前
田　

知
里

•
中
学
生
（
女
子
）
の
部

　
　

３
位　

岩
崎　

早
絵

主
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

NEWS IWADE



14　2006.12　広報いわで

文化祭の催しの一つとして開催された囲碁・将棋大会の結果は次のとおりです。
●囲碁大会（参加者‥ 45 名／会場‥岩出地区公民館）
　有段者の部　　　　　　　級段者の部
優勝　門田　好正　　　　優勝　松本　健治
２位　山﨑　重雄　　　　２位　後藤富士夫
３位　谷澤　道信　　　　３位　中井戸義夫
●将棋大会（参加者‥ 31 名／会場‥中央公民館）
　Ａ級　　　　　　　　　　Ｂ級
優勝　大木　節哉　　　　優勝　泉谷　武司
２位　大取　秀男　　　　２位　福山　功太
３位　村本　禮市　　　　３位　道浦　邦雄

　「ひろげよう文化の輪」をテーマに、市制施行記念　第１回岩出市文化祭が 11 月 4・5 日の 2日間にわたり、
市民総合体育館を主会場に開催されました。
　総合体育館の大ホール・挌技場では［展示の部］が開催され、市民の皆さんから応募いただいた作品が
数多く展示され、鑑賞する人々の目を楽しませていました。また、小ホールでは［芸能の部］が開催され、
文化協会芸能部会の方々をはじめ、幼稚園・保育所（園）の園児らが日頃の練習の成果を舞台で発表され
ました。その他、ふれあいの広場や大道芸の広場など各種コーナーにおいて多彩な催しが行われるなど、
第１回目の市民文化祭は盛会に終了しました。

市 制 施 行 記 念
第1回 岩出市文化祭 盛会に終わる!

市立保育所のリズム表現遊び 大道芸の広場 大ホールの作品展示コーナー

コーラスクラブの皆さん

囲碁大会

陶芸体験コーナー

NEWS IWADE
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第18回 全国子守唄フェスタ’06
が11月3日、総合体育館で開催!

　全国子守唄フェスタは、子守唄を郷土の文化遺産として、「守り・唄いつぐ」ことを目的に、子守唄発祥
の地という縁で結ばれた全国６市１村毎年持ち回りで開催しています。岩出市での開催は今回で３度目と
なります。
　コンサートでは佐賀県佐賀市の「しっちょこはっちょこ」長崎県島原市「島原の子守唄」静岡県沼津市「こ
の子のかわいさ」など子守唄が次々と披露されました。
　もちろん、我がふるさと岩出の「根来の子守唄」も素晴らしい演技で披露してくれました。
　会場内を流れる子守唄の歌声と、どこかせつないメロディは、母の背の温もりと郷愁を誘いました。
　人の心をあたたかく、やさしく、やすらぎを与える子守唄は、心のお薬かも知れませんね。

フェスタでは、子守唄コンサート以外に韓国の民俗芸能も公演されました。
　韓国の李王朝時代の宮廷舞踊や打楽器の演奏や民謡など、本格的な演技と演奏に会場は大きな拍手が沸
き起こり、大変盛り上がりました。

根来の子守唄 佐賀県佐賀市「しっちょこはっちょこ」

大分県佐伯市「宇目の唄げんか」 熊本県天草市「福連木の子守唄」

熊本県五木村「五木の子守唄」熊本県五木村「五木の子守唄」

韓国民俗芸能公演 打楽器（サムルノリ）の演奏

NEWS IWADE
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みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

年
末
の
し
尿
計
画
収
集
に

ご
協
力
を

　

那
賀
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人

口
増
加
及
び
浄
化
槽
の
普
及
に
伴

い
し
尿
の
搬
入
量
が
年
々
増
加

し
、
処
理
能
力
を
上
回
る
量
を
処

理
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
12
月
は
各
家
庭
よ
り
し

尿
収
集
申
込
み
が
集
中
す
る
た
め

短
期
間
に
大
量
の
し
尿
を
処
理
す

る
こ
と
と
な
り
、
施
設
に
無
理
が

生
じ
て
住
民
の
皆
様
に
大
変
な
ご

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
し
尿
の
計
画

収
集
に
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
年
末
年
始
の
受
付
業
務
休
止
日

　

平
成
18
年
12
月
29
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
19
年
１
月
３
日

◎
12
月
の
汲
み
取
り
依
頼
は
、
期

間
に
余
裕
を
持
っ
て
12
月
20
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
、
補
助
し

て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
法
人
等
事
務
所
は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方
③
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
期

間
に
処
理
機
を
購
入
し
、
自

己
の
住
居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

○
受
付
期
間

•
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
随

時
•
補
助
予
定
台
数
40
台
に
達
し

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
〇
，
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す

る
。

※
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

一般家庭から出るごみで市で収集で
きないごみの回収についてお知らせ
　今回、市では、回収していない廃棄物（粗
大ごみとして回収することができないもの等）
を、下記の場所に各自持ち寄っていただき、
有料で回収するという機会を設けました。
　実施内容については、次のとおりです。
○回収日
　　平成 18年 12月 24日㈰
○回収場所
　　岩出市民総合体育館　北側駐車場
○回収時間
　　午前８時～午後２時まで
○主な引取り品目及び料金
　　暖房用機械器具　１㎏当たり‥‥ 20円
　　発電機　　　　　１㎏当たり‥‥ 20円
　　農業用機械一式　１㎏当たり‥‥ 20円
　　パイプハウス用鉄１㎏当たり‥‥ 20円
　　農業用ビニール　１㎏当たり‥‥ 60円
　　コンクリート　　１㎏当たり‥‥ 20円
　　家庭用消火器　　１個‥‥‥‥‥ 500円
　　バッテリー　　　１個‥‥‥‥‥ 500円
　　タイヤ（外径 55㎝以下）
　　　　　　　　　　１本‥‥‥‥‥ 500円
　　　　　（外径 75㎝以下）
　　　　　　　　　　１本‥‥‥‥ 1,000 円
　　　　　（外径 100㎝以下）
　　　　　　　　　　１本‥‥‥‥ 1,500 円
　　単　車　　　　　１台‥‥‥‥ 1,000 円
　　物干し台（コンクリート台）
　　　　　　　　　　１台‥‥‥‥‥ 500円
　なお、その他の廃棄物につきましては、当
日現地でご相談下さい。
　ただし、テレビ・洗濯機・冷蔵庫・冷凍庫・
エアコン（家電リサイクル対象品目）・油類及
び産業廃棄物につきましては回収できません。
　詳しくは、生活環境課までお問い合わせ下
さい。
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12 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 12 月 ６ 日・20日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 12 月 13 日・27日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の

2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

　平成 18年 4月 1日より岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」

への記入とあわせて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいてお

りますので、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植
え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。（鉄板は計量機で危険です。）

年末の持ち込みごみ受付について

受　付　日 受付時間（時間厳守） 受　付　場　所

12 月
27日 水

8：00～ 12：00
岩出クリーンセンター

28日 木
29日 金

8：00～ 15：00
30 日 土

■年末の持込みごみの受付日と時間について

上記受付時間以外の受付はできませんのでご注意ください

　12月 31日から 1月 3日までの 4日間は、クリーンセンターは休業しますので、持ち込みごみ（一般・不燃・粗大・
資源）の受付は出来ません。
　収集業務は、1月 4日より平常どおり開始いたします。（1月 4日・5日の資源ごみも回収します。）
＊ 12月 30日㈯は、市内全域の可燃ごみを収集いたします。
＊ 1月 6日㈯は、県道泉佐野岩出線東側区域の不燃物（缶・ビン）収集を行います。

■お願い
　現在、クリーンセンター内では、新施設建設のための造成工事を行っていますので、一時的に多量のごみを保管する場所の確保が
困難となっています。
　そのため、クリーンセンターにごみを持ち込まれる場合、できるだけ年末時を避けていただきますようご協力お願いいたします。

生活環境のページ
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保保健健推推進進
だだよよりり

　

わ
が
国
で
最
大
の
感
染
症
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
高
齢
者
の
肺
炎

合
併
に
よ
る
死
亡
例
も
多
く
、
乳

幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
・

脳
症
も
警
戒
が
必
要
で
す
。例
年
、

流
行
は
１
月
か
ら
２
月
に
ピ
ー
ク

に
達
し
ま
す
。

　

急
な
高
熱
と
頭
痛
、
全
身
の
だ

る
さ
な
ど
が
特
徴
的
な
症
状
で

す
。
症
状
が
で
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

（
高
齢
者
と
乳
幼
児
の
症
状
注
意

点
）

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
は
熱
や
痰
な
ど
の
症
状
が
出
に

く
く
、
急
に
元
気
や
食
欲
が
無
く

な
り
、
ぐ
っ
た
り
す
る
と
、
肺
炎

な
ど
の
合
併
症
を
起
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
は
頭
痛
や
筋
肉
痛
、
関

節
痛
な
ど
の
痛
み
の
症
状
に
周
囲

の
人
が
気
づ
き
に
く
く
、
症
状
が

重
く
な
っ
て
か
ら
わ
か
る
事
が
多

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

（
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
）

○
住
ま
い
の
環
境
を
整
え
る

室
温
を
適
正
に
保
つ
（
20
度
前

後
）
湿
度
を
60
か
ら
70
％
に
保

つ
。換
気
に
十
分
気
を
つ
け
る
。

○
質
の
よ
い
睡
眠
を
し
っ
か
り
と

るで
き
れ
ば
12
時
前
に
床
に
着
く

こ
と
で
質
の
良
い
睡
眠
が
と
れ

る
。

○
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
送
る

三
大
栄
養
素
（
糖
質
・
た
ん
ぱ

く
質
・
脂
質
）
の
他
に
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
（
野
菜
・
果
物
・

乳
製
品
・
海
藻
類
・
魚
介
類
等

に
多
い
）
を
効
率
良
く
摂
る
。

○
ス
ト
レ
ス
解
消
で
抵
抗
力
ア
ッ

プ適
度
な
緊
張
と
快
い
く
つ
ろ
ぎ

と
が
そ
ろ
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
生
活
を
送
る
。

○
流
行
時
は
で
き
る
だ
け
人
ご
み

を
避
け
、
帰
宅
後
は
手
洗
い
と

う
が
い
を
励
行
す
る

　

そ
の
他
、
有
効
な
予
防
方
法
に

は
、
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
％
予
防
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
と
死
亡
数
を

減
ら
す
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
対
象
の
方
で
、
ま

だ
お
済
で
な
い
方
は
12
月
28
日
が

予
防
接
種
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
お
早
め
に
指
定
医
療
機
関
を

ご
受
診
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

今
回(

平
成
18
年
度)

の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
対
象
と
な
る

65
歳
以
上
の
方
全
て
に
予
診
票
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
来

年(

平
成
19
年
度)

か
ら
は
お
申
込
み

さ
れ
た
方
の
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
申
込
書
を
１
月
号
広
報
で
各

種
検
診
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
致

し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
書

に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
推
進

課
ま
で

平
成
19
年
度 

各
種
検
診

申
込
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　

生
活
習
慣
病
は
、
初
期
の
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
気
づ

い
た
と
き
に
は
、
病
気
が
か
な
り

進
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
の
早
期
発
見
、
健
康
の
保
持

増
進
の
た
め
に
、
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
度
各
種
検
診
申
込
書

を
１
月
号
広
報
と
一
緒
に
緑
色
の
封

筒
で
全
世
帯
に
ポ
ス
ト
イ
ン
し
ま
す
。

平
成
19
年
２
月
28
日
ま
で
に
、
郵

送
又
は
、
保
健
推
進
課
ま
で
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

こ
の
冬 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ  

に

負
け
な
い
た
め
に
！

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

12　

月

3 日 山 中 歯 科 医 院 紀の川市貴志川町神戸 784 64-2379
10 日 井 関 歯 科 医 院 岩出市清水 326-4 62-2223
17 日 加 山 歯 科 紀の川市西大井 93-2 77-5655
23 土 田 原 歯 科 紀の川市貴志川町前田 86-7 64-1080
24 日 矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山 352 64-6608
29 金 青 木 歯 科 医 院 岩出市吉田 257-1 61-0889
30 土 岡 本 歯 科 医 院 紀の川市名手市場 125 75-2047
30 土 お ち 歯 科 医 院 岩出市中島 601-4 61-7322
31 日 松 本 歯 科 医 院 紀の川市桃山町調月 161 66-0206
31 日 山 中 歯 科 医 院 岩出市清水 363-1 62-2503

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成18年12月 平成19年 1月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
18日㈪

H18 年 8 月生まれ
29日㈪

H18 年 9 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

19日㈫ 30日㈫

7か月児
12日㈫

H18 年 5 月生まれ
23日㈫

H18 年 6 月生まれ 13:00 ～ 13:15
13日㈬ 24日㈬

1歳8か月児
5日㈫

H17 年 4 月生まれ
9日㈫

H17 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
6日㈬ 10日㈬

3歳6か月児
8日㈮

H15 年 5 月生まれ
12日㈮

H15 年 6 月生まれ 13:00 ～ 13:30
15日㈮ 19日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
5日㈫

H18 年 1 月生まれ
9日㈫

H18 年 2 月生まれ 9:00 ～ 9:30
6日㈬ 10日㈬

2歳6か月児
8日㈮

H16 年 5 月生まれ
12日㈮

H16 年 6 月生まれ 9:00 ～ 9:30
15日㈮ 19日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

11日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

15日㈪
沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

BCG 4日㈪ 〈通知〉平成18年 8月生まれ
〈対象〉6か月未満の未接種者 11日㈭ 〈通知〉平成18年 9月生まれ

〈対象〉6か月未満の未接種者 13:00 ～ 14:00

栄
養
教
室

離乳食 21日㈭ 離乳食 25日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

4日㈪
22日㈮

機能訓練室のフリー
開放

15日㈪
26日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

12月9日㈯
ミレニアシティ
オークワ

1月2日㈫
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

12月19日㈫ 松源㈱ 岩出中黒店 1月13日㈯
ミレニアシティ
オークワ

1月23日㈫ 岩出市役所

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年12月、平成19年1月）

保健推進だより
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

問い合わせ先

12
月
28
日
㈭

12
月
26
日
㈫

12
月
22
日
㈮

12
月
19
日
㈫

12
月
14
日
㈭

12
月
12
日
㈫

12
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
2
週

間
前
か
ら
1
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。（
印
鑑
と
お
や
つ
代

100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
は
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩

み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を

対
象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊

み
そ
づ
く
り
伝
承
塾

あ
な
た
も
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協

議
会
主
催
で
、
安
全
で
安
心
な
材

料
を
使
っ
た
み
そ
づ
く
り
伝
承
塾

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
19
年
１
月
17
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
及
び
募
集
人
数

　

○
岡
田
集
会
所
（
定
員
20
名
）

　

○
上
岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
10
名
）

　

○
サ
ン
ホ
ー
ル
（
定
員
10
名
）

申
込
締
切
日　

12
月
15
日
㈮

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
で
記
入

例
の
と
お
り

費　

用　

２
、０
０
０
円
（
１
月

10
日
㈬
又
は
11
日
㈭
に

農
林
経
済
課
に
て
お
支

払
い
い
た
だ
き
、
材
料

の
大
豆
を
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。）

（
記
入
例
）

　

オ
モ
テ

　

ウ　

ラ

福　

祉

催　

し

岩
出
市
役
所

　

事
業
部
農
林
経
済
課

み
そ
づ
く
り
申
し
込
み

住　

所

氏　

名

電
話
番
号

希
望
場
所

〒649-6292
50

◆小規模企業共済制度のご案内
　小規模企業共済制度は、個人事業
主または会社等の役員の方が事業を
やめられたり退職された場合に、生
活の安定や事業の再建を図るための
資金をあらかじめ準備しておく国が
つくった共済制度で、いわば「小規
模企業の経営者のための退職金制
度」といえます。
　この制度の特徴は、掛金は全額所
得控除。受け取る共済金も退職所得
扱い又は公的年金等の雑所得扱いと
なります。
　詳しい内容のお問合わせと加入申
込みは、商工会、商工会議所、青色
申告会、金融機関の本支店の窓口で
取扱いしています。制度の運営は、
独立行政法人中小企業基盤整備機構
が行っています。（URL  http://
www.smrj.go.jp/kyosai/index.
html）

◆経営セーフティ共済（中小企
業倒産防止共済制度）のご案内
　経営セーフティ共済は、取引先の
突然の倒産が原因で、経営悪化の危
機に直面してしまったときに資金を
借入れることができる制度で、中小
企業を守るために国がつくった共済
制度。無担保・無保証人で、積み立
て掛金の10倍の範囲内（最高 3,200
万円）で被害額相当の共済金が借入
れ可能。毎月の掛金も税法上、必要
経費または損金に算入できる。
　詳しい内容のお問合わせと加入申
込みは、商工会、商工会議所、金融
機関の本支店の窓口で取扱いしてい
ます。制度の運営は、独立行政法人
中小企業基盤整備機構が行っていま
す。（URL  http://www.smrj.
go.jp/kyosai/index.html）
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◎
成
人
講
座

•
12
月
は
休
講
と
な
り
ま
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
南
京
玉
す
だ
れ

講
師
＝
日
本
南
京
玉
す
だ
れ
協
会

　
　

副
理
事
長　

山
田
幸
治
氏

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
12
月
８
日
㈮

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
12
月
12
日
㈫

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
12
月
13
日
㈬

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
12
月
15
日
㈮

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
12
月
20
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
４
回
ワ
ー
ド
（
中
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】

　

基
本
操
作
・
文
字
入
力
・
文
書

の
作
成
・
編
集
・
印
刷

【
テ
キ
ス
ト
代
】

　

１
，
０
５
０
円

【
日
程
】

平
成
19
年
１
月
28
日
・
２
月

4
・
18
・
25
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分　

１
講
座
４

日
間
の
受
講
に
な
り
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
４
回
ワ
ー

ド
（
中
級
）
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

6292　

岩
出
市
西
野
２
０
９　

岩

出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

公
民
館
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
一
回 

岩
出
市
民

少
年
剣
道
練
成
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
12
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
開
会

○
場
所　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体

育
館

○
種
目　

個
人
試
合

○
参
加
資
格

岩
出
市
在
住
の
小
学
生
及
び
中

学
生

○
目
的

剣
道
の
練
成
を
通
し
て
小
学

生
、
中
学
生
の
健
全
育
成

○
申
込
み
先

•
岩
出
市
水
栖
２
６
９

１
５　

　

黒
川　

昭
男

　

℡
６
２

２
４
４
４

•
総
合
体
育
館
内

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

○
申
込
み
締
切
日

　

平
成
18
年
12
月
16
日
㈯

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日　

時　

12
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
金
池
92
番
地
）

電　

話　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議

会　

63

３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

相　

談

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
付
し
て
、
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
で
は
、
病
気

や
け
が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
「
障
害
基
礎
年
金
」
が
、

夫
に
先
立
た
れ
た
と
き
残
さ
れ

た
妻
子
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
年
金
給
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
一
定
の
保
険
料
に
つ

い
て
滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
電
話
に
よ
る

納
付
案
内
や
催
告
状
の
送
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会

保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年

金
推
進
員
（
国
の
非
常
勤
職
員
）

が
各
家
庭
に
お
伺
い
し
、
納
付
の

案
内
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
を
納
め
る
手
間
と
時
間

が
省
け
、
大
変
便
利
で
す
。
申

込
用
紙
は
納
付
書
に
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
一
定
の

条
件
に
該
当
す
れ
ば
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
「
国
民
年
金
」
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険

年
金
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

　

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？ 

国
民
年
金
保
険
料

暮らしの情報
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現
在
は
、
予
防
医
学
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
、
自

分
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
岩
出
市
国

民
健
康
保
険
で
は
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
岩
出
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
及

び
納
付
誓
約
を
交
わ
し
履
行
中

の
世
帯

◎
定　

員

　

１
６
０
名
以
内

◎
検
査
費
用
額

３
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
受
検

者
に
は
、
５
，
０
０
０
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
検
査
項
目

身
体
計
測
・
視
力
聴
力
検
査
・

血
液
検
査
（
一
般
・
血
清
・
生

化
学
）・
尿
便
検
査
・
血
圧
・

心
電
図
・
眼
底
・
肺
活
量
・
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
胃
造
影
検
査
・

腹
部
超
音
波
検
査

◎
検
査
機
関

　

富
田
病
院

　
　

岩
出
市
紀
泉
台
２
番
地

　

那
賀
病
院

　
　

紀
の
川
市
打
田
1282
番
地

◎
申
し
込
み
先

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み

は
一
切
受
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係

ま
で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

被
保
険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に

限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係

ま
で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金

貸
付
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

　カルシウムは歯や骨をつくるほか、神経や筋肉の動きをつかさどる大
切な働きをしています。
　今月はカルシウムたっぷり「里イモコロッケ」をご紹介します。
《料理のいわれ、特徴》
　しらす干しと花かつお味（塩味と旨味）が付いているので、調味料はいらない。

　里イモの旬の時期には絶品の料理です。

やよいグループ

料理名 里イモコロッケ グループ名 やよいグループ

【材料】
里イモ‥‥‥‥‥‥ 10個
しらす干し‥‥‥‥ 40ｇ
細ネギ‥‥‥ 　２～３本
小麦粉‥‥‥‥‥ 　適宜
卵‥‥‥‥‥‥‥ 　１個
花かつお‥‥‥‥‥ 適宜

【作り方】
①　里イモは皮付きで茹でてから皮をむく。
②　①をつぶし、細かく刻んだネギとしらす干しを混ぜ
合わせる。

③　小麦粉、卵、花かつおの順に皮をつけ１８０℃の油
でからっと揚げる。

•油の温度は 180℃より下がらないように気をつけると
からっと揚がる。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理
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こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届け出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

糸
瓜
棚
親
は
手
仕
事
子
は
遊
び　
　
　
　
　
　
　

梅
本　

喜
美
代

満
月
の
絵
の
暖
簾
出
て
夕
月
夜　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

豊
子

友
傘
寿
輪
に
な
り
歌
う
秋
う
ら
ら　
　
　
　
　
　

金
岡　

芳
子

京
の
池
浮
か
ぶ
夕
月
舟
の
中　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

愛
子

へ
ち
ま
蔓
高
札
場
へ
と
妻
籠
宿　
　
　
　
　
　
　

金
城　

清
弘

農
小
屋
を
別
邸
に
し
て
糸
瓜
蔓　
　
　
　
　
　
　

阪
口　

三
重
子

遠
雷
や
雨
一
粒
の
あ
わ
た
だ
し　
　
　
　
　
　
　

竹
谷　

百
合
子

法
師
蝉
聴
く
と
記
し
て
閉
ず
日
記　
　
　
　
　
　

田
中　

梨
雪

夕
月
や
艶
わ
か
ち
あ
ふ
芒
原　
　
　
　
　
　
　
　

西
永　

千
代

眉
寄
せ
て
眺
め
し
こ
と
も
宵
の
月　
　
　
　
　
　

藤
田　

久
子

夕
月
や
走
る
列
車
の
窓
明
り　
　
　
　
　
　
　
　

平
松　

幸
勲

宵
月
や
ぽ
つ
り
と
話
す
昼
の
こ
と　
　
　
　
　
　

松
本　

由
美
子

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
急
ぐ
夕
月
夜　
　
　
　
　

湊　
　

正
三

夕
月
夜
市
制
を
祝
す
大
花
火　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

カ
ヅ
子

溜
水
の
底
を
つ
き
た
り
旱
星　
　
　
　
　
　
　
　

吉
益　

宜
子

旅
帰
り
友
の
訃
を
聞
く
夕
月
夜　
　
　
　
　
　
　

稲
田　

武
彦

俳
句
会　

九
月
作
品
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差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
17
年

7
月
1
日
か
ら
9
月
５
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
か
ら
10
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
何
年
か
前
、
お
母
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
バ
ス
に
乗
っ
て
で

か
け
た
。

　

私
と
お
母
さ
ん
が
乗
っ
た
バ
ス

は
、
け
っ
こ
う
人
が
乗
っ
て
き
て
、

す
ぐ
に
座
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
私
は
座
っ
た
け

れ
ど
、
お
母
さ
ん
や
、
ほ
か
の
何

人
か
の
人
が
立
っ
て
乗
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
周
り
を

見
回
し
た
。
す
る
と
、
ま
た
一
人

バ
ス
に
入
っ
て
き
た
。
そ
の
人
は
、

私
の
横
に
立
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、

私
の
横
に
立
っ
て
い
る
人
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。
私
は
そ
の

時
、「
バ
ス
や
電
車
な
ど
で
、
お

年
寄
り
の
人
が
い
た
ら
席
を
ゆ

ず
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。」
と
、

学
校
で
先
生
が
言
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
だ
し
た
。
で
も
、私
は
ま
っ

た
く
し
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
る

の
は
、
と
て
も
は
ず
か
し
く
て
、

な
か
な
か
声
を
か
け
て
席
を
ゆ
ず

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
私
は

ず
っ
と
な
や
ん
で
い
た
。
声
を
か

け
る
、
で
も
は
ず
か
し
い
。
ず
っ

と
な
や
ん
で
い
た
。
な
や
み
に
な

や
ん
で
私
が
き
め
た
答
え
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
、
席
を

ゆ
ず
る
と
言
う
答
え
だ
っ
た
。
勇

気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
私
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
、

「
こ
こ
に
座
っ
て
下
さ
い
。」

と
、言
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
に
言
っ

た
あ
と
、
私
は
す
ご
く
ど
き
ど
き

し
て
い
た
。
す
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
、
笑
顔
で
こ
た
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
に
、
席
に
座
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
あ
と
も
、
ず
っ
と
話
を
し
て

い
た
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と

て
も
や
さ
し
い
人
で
話
し
や
す

か
っ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
バ
ス

佳　作
バ
ス
で
出
合
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

岩
出
小
学
校　

６
年　

大お
お

橋は
し　

美み

穂ほ　
　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

か
ら
降
り
る
時
間
に
な
る
と
、
席

か
ら
立
ち
も
う
一
度
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
か
ら
降
り
て
い
っ
た
。

　

そ
の
と
き
私
は
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、

そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
し
ら
な
い
人

に
席
を
ゆ
ず
る
と
い
っ
た
こ
と

は
、
今
ま
で
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
そ
れ
と
、
お
年
寄
り

の
人
に
、「
私
は
立
っ
て
乗
る
の

で
、
こ
の
席
に
座
っ
て
下
さ
い
。」

と
言
う
と
、

「
私
は
ま
だ
年
寄
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。」

と
お
こ
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
と

言
う
こ
と
を
、
何
度
か
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し
こ
わ

か
っ
た
。
で
も
、
私
が
声
を
か
け

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
く
や

さ
し
い
人
で
、
笑
顔
で

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
、
そ

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
バ
ス
か
ら

降
り
る
と
き
も
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
か
ら
降
り
て
い
っ
た
。

だ
か
ら
私
は
と
て
も
う
れ
し
く

な
っ
た
の
だ
。

　

私
は
最
初
、
し
ら
な
い
人
に
声

を
か
け
る
の
は
と
て
も
は
ず
か
し

か
っ
た
。
だ
け
ど
、
今
は
ち
が
う
。

今
は
前
と
は
ち
が
っ
て
、
ど
ん
ど

ん
声
を
か
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て

る
。
乗
り
物
の
と
き
だ
け
で
な
く
、

学
校
に
く
る
と
き
に
人
に
出
合
う

と
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
っ
た
り
、
又
、

「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
言
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
人
と
あ

い
さ
つ
を
し
た
り
話
を
し
た
り
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
る
。

　

私
は
、
何
年
か
前
に
出
合
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
ず
っ
と

わ
す
れ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
そ

れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
は
ず
か

し
が
ら
ず
に
、
人
に
声
を
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
の
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
だ
か

ら
。

「
あ
り
が
と
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。」

本
年
の
啓
発
重
点
目
標
及
び
強
調

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

啓
発
活
動
重
点
目
標

○
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人

権
意
識

○
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に

　

強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う

　

第
58
回 

人

権

週

間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
４
日
〜
10
日
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。

☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

印は岩出図書館が休館のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
1/7 1/8 1/9 1/10 1/11 1/12 1/13

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

年末年始のカレンダー

おはなし会のお知らせ
場所：岩出図書館おはなし室

おはなしドロップス
図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみなさ
んによるおはなし会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。

平成 18年 12月 3日㈰　13：30 ～

おはなしのとびら
朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおはなし
会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。

平成 18年 12月 16日㈯
　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け
　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
1/7 1/8 1/9 1/10 1/11 1/12 1/13

臨時休館のお知らせ
　総合保健福祉センター図書室・中央公民館図書室・上
岩出地区公民館図書室は、12 月 17 日㈰、県知事選挙投
票所となるため、臨時休館となります。ご迷惑をおかけ
しますが、ご了承ください。
　なお、岩出図書館・駅前ライブラリーは通常通り開館
しますので、ご利用ください。（分館・分室で借りた図
書の返却もできます。）

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、また
は駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居
など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンター
にお返しください。
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•と　き　12月 23日㈷
　　　　　ごぜん 10じ 00ふん～ 11じ 00ふん
•ところ　いわでとしょかん

えほんをたくさんつんだキャラバンカーが、やってきます。
おはなしをきいたり、えほんをみたり、たのしいことがいっ
ぱい！みんなきてね。
※さんかはむりょうです。
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市の人口と世帯（平成 18年 10月末日現在）　総人口 51,625 人　男 24,943 人　女 26,682 人　世帯数 19,177

＊
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
（
℡
62
―
２
１
４
１
）


